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【脳の理論と新しい画像テクノロジーで心の謎に迫る
―21世紀に精神神経疾患はどう解き明かされるか―】
精神科領域における3.0T Proton MRSの臨床応用

木村輝雄, 中田 力
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核磯気共鳴くnuclearm風g“ｔｉｃｒ鐘Sonfmce：ＮＭＲ）

とは原･子核鋤スピンとよばれる物理特性を鱗察する;方法

論である、したがって，スピンがゼロでない原子核●は

すべてＮ誠Ｒの対象となる。礁気共鳴スベクトロスコ

ピー（ｍａ藤嘘ｔｉｃｒ鶴(ｍ”噂ｅｓｐ“t、鴬噂”ｙ：MRS）緯こ

の蕊減Ｒ本来の姿である，隣ＭＲ現象を用いた分光法

錫生体応用であ患。理論約にはＮＭＲに感受'性のある

核種の数だけ違ったＭＲＳが存窪することに鞍為が慾

機械の能力によってはすべて鯵ＭＲＳが施行できると雄

限らない”

臨床にお織るＭＲＳの施行は，磁気共鳴画像（mag，

週eticresonanceimagin意：MRI）ぬ装置を用いること

木村輝雄瀧中霞力＊

』錘露葺瀞繊蕊象蕊

が原期である、ＭＲＩは水分子の水素原子核〈proton）

を対象とした方法論であり，瓢RI装置は，prOtonに特

化されていることが多い．したがって，ＭＲＳの立場か

ら言えば，一鐙の臨床機とは，ｐｒ｡t“ＭＲＳ（'Ｈ－

ＭＲＳ）の専用機である。

装置の磁場強震を上げることによって生ずるさまざま

な変化繊惹かで最も有意な利点は．Ｓ／Ｎの上昇である”

常に，適靭なＳ/蕊の雛保が問題とされる臨床ＭＲＳに

おいて，３"ＯＴ蕊鐙のもたらすＳ／Ｎめ_上昇は福音であ

り，Ｌ５Ｔ装置でのｊＭＩＲＳとは一嫌違った臨床検索を可

能とする、

繊気共鴨スベクトロス灘ご＝（ｍａｇ狗霧ticre薯onancsspectroscopy，

減賞s》の臨床応用の代表搭懲，ｐｒ｡t･働域Rｓ（嬢=IVIRs》である。磁場強

蕊溌上#ずることによりもたらされる最大の測点はより高いsignaI/noise

<S/N》の確線であり‘臨床;緯-1ＶＩＲＳ鈴施行においても、安定したスペク

ト灘の獲得，測定時間の短縮，詳綴な溺心領域の設定など，直接的なメ

￥ヅサをあたえる。加えて，これまであまり検索の対象とされていなかっ

た霞グルタミン/グルタミン溌由来のｐ穆急ｋの検出が容易になることも，

3慰丁‘H＝誠ＲＳ鋤特徴とされる。構造解綴による病態検索が困難な精神疾

患迄おいて零機能解綴力ぐ蕊たすべき役議は大きく鴬そめなかでも，ＭＲＳ

黙重蕊な猿議を占める．３，０丁装置の謹入にともない域賞Ｓは，精神疾患

鋤鶏嫌における欠かせない検索過程鋤ひとつとなりつつある。
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